
（注）管理形態欄には，直営・管理委託・指定管理者の別を記入してください。

２．現指定管理者の概要【施設所管課記入】

３．施設の概要【施設所管課記入】

所在地 宮城県宮城郡利府町菅谷字舘４０－１

構 造
武道館：鉄筋コンクリート造５階建，弓道場：木造1階及び鉄骨造１階，ｸﾗ
ｲﾐﾝｸﾞｳｫｰﾙ：鉄骨造，合宿所：鉄骨造２階建

内 容

（様式第１号）

指定管理者制度導入施設の管理運営に関する評価票（評価対象年度：令和３年度）

施 設 の 名 称 宮城県第二総合運動場

１．当該施設の管理形態の推移【施設所管課記入】

期　　　　　             間 管理形態 指定管理者（管理受託者）の名称 摘 要

財団法人　宮城県スポーツ振興財団

指 定 管 理 者 の 名 称
名  称

指 定 管 理 者 の 名 称 宮城県スポーツ協会・ミズノグループ

施 設 所 管 部 課 （ 室 ） 企画部　スポーツ振興課

平成２１年　４月 　～　 平成２４年　３月 指定管理者 財団法人　宮城県スポーツ振興財団

平成１８年　４月 　～　 平成２１年　３月 指定管理者

宮城県スポーツ協会・ミズノグループ

平成２４年　４月 　～　 平成２９年　３月 指定管理者 宮城県スポーツ振興財団・ミズノグループ

平成２９年　４月 　～　 令和４年　３月 指定管理者 宮城県スポーツ協会（振興財団）・ミズノグループ H30.4.1名称変更

施 設 の 名 称 宮城県第二総合運動場

所 在 地 宮城県仙台市太白区根岸町１５－１

指 定 期 間 　平成２９年４月　１日　～　令和４年３月３１日　（　５か年）

募 集 方 法 　■　公募　　□　非公募

宮城県武道館、宮城県弓道場、宮城県クライミングウォール、宮城県合宿所

設 置 年 月 昭和５６年　　４月

根 拠 条 例 等 総合運動場条例

施設利用料

開 館 （ 所 ） 日 　年末年始（12/29～翌1/3日迄）及び毎月１,３,５月曜（休館日）を除く毎日

開 館 （ 所 ） 時 間 　午前9時00分～午後9時00分/日・祝日午前9時～午後5時

設 置 目 的 スポーツの普及振興を図り、もって県民の心身の健全な発達と福祉の増進に資するため。

施 設 の 内 容

敷 地 面 積 ２７，３１９.５２㎡

指 定 管 理 者 が 行 う
業 務 の 範 囲

１　本施設の管理運営業務
２　本施設の使用許可申請の受付及び許可並びに利用料金の収受に関する業務
３　本施設の使用の制限及び入場の拒否等に関する業務
４　本施設の機械設備の操作・日常点検業務
５　本施設の施設・設備、物品及び敷地の維持管理業務
６　その他本施設の管理運営業務に関して宮城県教育委員会が必要と認める業務

利 用 料 金 制

採 用 の 有 無 　■　有　　□　無

利 用 料 金 の 名 称



４．施設利用実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 開館（所）日数及び利用者数

日 日 日

人 人 人

（注）対象施設が複数ある場合は，施設ごとに記入してください。

 (2) 延べ利用者数の内訳

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

５．管理運営収支実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 収入

 (2) 支出

 (3) 収支

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

297 327

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和3年度）

(A)

前　年　度
（令和2年度）

(B)

評価対象年度
（令和3年度）

(C)

98.5% 110.1%

延べ利用者数 59,550 42,701 52,709 88.5% 123.4%

開館（所）日数 332

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和3年度）

(A)

前　年　度
（令和2年度）

(B)

評価対象年度
（令和3年度）

(C)

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

150.7% 178.6%

武道館 45,000 32,044 34,043

合宿所 1,500 367 648

75.7% 106.2%

弓道場 10,000 8,434 15,067

1,841 2,935

43.2% 176.6%

クライミングウォール 50 15 16 32.0% 106.7%

97.8% 159.4%

合　　　　計 59,550 42,701 52,709 88.5% 123.4%

運動場来場者（無料観客・見学） 3,000

（単位：千円，％）

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和3年度）

(A)

前　年　度
（令和2年度）

(B)

評価対象年度
（令和3年度）

(C)

78.3% 119.2%

県指定管理料 57,648 57,648 57,648

その他 2,446 8,312 3,295

100.0% 100.0%

利用料金収入 11,156 7,325 8,734

31,214 29,433

134.7% 39.6%

収 入 計　(ａ) 71,250 73,285 69,677 97.8% 95.1%

93.4% 94.3%

施設管理費 26,244 33,500 29,560 112.6% 88.2%

人件費 31,509

67.5% 107.6%

事業運営費 7,177 5,251 7,054

支 出 計　(ｂ) 71,250 73,928 70,311

98.3% 134.3%

その他 6,320 3,963 4,264

98.7% 95.1%

収    支  (ｃ)=(ａ)-(ｂ) 0 △ 643 △ 634 #DIV/0! 98.6%

#DIV/0! #DIV/0!

次期繰越収支差額 #DIV/0! #DIV/0!

前期繰越収支差額

　※　自主事業を実施している場合は，上記に準じて，自主事業の収支実績を別掲すること。



５．自主事業収支実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 収入

 (2) 支出

 (3) 収支

　※　自主事業を実施している場合は，上記に準じて，自主事業の収支実績を別掲すること。

次期繰越収支差額 0 0

前期繰越収支差額 0 0

収    支  (ｃ)=(ａ)-(ｂ) 0 0 0

支 出 計　(ｂ) 6,320 3,964 4,264 67.5% 107.6%

その他 2,798 2,798 2,798 100.0% 100.0%

事業運営費 703 150 491 69.8% 327.3%

施設管理費 1,405 76 85 6.0% 111.8%

人件費 1,414 940 890 62.9% 94.7%

収 入 計　(ａ) 6,320 3,964 4,264 67.5% 107.6%

参加料収入 2,410 1,558 1,402 58.2% 90.0%

事業費 3,910 2,406 2,862 73.2% 119.0%

（単位：千円，％）

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和3年度）

(A)

前　年　度
（令和2年度）

(B)

評価対象年度
（令和3年度）

(C)



６．評価対象年度（令和3年度）の管理運営評価【指定管理者・施設所管課記入】

評価 評価

4 人 4 人非正規

○適切な業務分担により，効率的な管理運
営体制で業務を遂行することができた。
○県担当課，協会事務局，コンソーシアム
グループ及び関係各所との連携・協力により
円滑な管理運営ができた。
○職場内の情報の共有及び職員の資質・
知識の向上に取り組み，利用者サービスの
向上を図ることができた。

S
　適切な人員配置，各種研修の実施によ
り，効果的な管理運営が図られている。 Ａ

人員体制 正規

項　　　　目
事業実績

【指定管理者記入】
指定管理者の自己評価

【指定管理者記入】
県の評価

【施設所管課記入】

②施設・設備の維持
　 管理業務の実施

○定期・法定点検に加え，職員による日常
点検を実施した。
〇新型コロナウイルス感染症対策として、施
設の消毒・換気を徹底した。
○経年劣化し、開閉に不具合が生じていた
場内入口門扉（遠的弓道場脇）を更新し
た。
〇経年劣化していた柔道場パイプ椅子を更
新した。
〇3/16の福島県沖地震後は、早期の利用
再開のため、応急修繕を実施した。
○施設の利用状況に応じた植栽管理を行
い，環境整備・美観の維持に取り組んだ。

○職員による日常点検を実施し，常に施
設・設備の状況把握に努め，不具合箇所の
早期発見と早期対応を行い，事故の未然防
止と安心安全な施設を提供することができ
た。
〇施設・設備の消毒・換気の徹底により、利
用者に安心な衛生環境を提供することがで
きた。
○専門業者による定期点検や法定点検を
適切に実施し，施設の機能維持・長寿命化
に努めることができた。
〇敷地内の樹木や植栽の管理により，環境
整備・美観を維持し，快適な施設を提供す
ることができた。

S

　日常点検を徹底し，重大事故の未然防止
に努めている。また，門扉の修繕や3/16発
生の福島県沖地震後は、早期の利用再開
のため、応急修繕を実施するなど，適正な
施設の維持管理に努めている。

Ｓ

①管理運営体制

○内部組織を総務部・事業企画部・スポー
ツ推進部とし，今期コンソーシアムを構成し
て10年目となるミズノグループと連携し効率
的な管理運営体制とした。
○各種研修により，職員の資質・知識の向
上を図り，利用者サービス向上に努めた。

A

　新型コロナウイルス感染症の影響により中
止となった事業もあったが，感染予防対策
を徹底し，各種競技団体と連携して新規事
業を行うなど，競技力向上のための研修会
を実施している。地域密着型の事業を展開
することにより，新規利用者のほか，リピー
ター，将来的な利用者の増加等に努めてい
る。

Ａ

③運営業務（ソフト
　 事業等）の実施

○平日昼間の空き時間を活用し、県民全般
が参加できる教室プログラムとして，一般向
け運動教室（ヨガ・ズンバ・バレトン等）を実施
した。

○世代別に参加しやすいプログラムの提供
と都度利用という気軽にいつでも参加できる
運営システムにより，日常的な運動機会の
増進に寄与した。
〇柔道場を会場に、参加者間の距離を確
保し、3密対策をしながら実施することができ
た。

S

Ａ

⑤利用者サービス
　 の向上

○貸切利用における早朝・延長利用など利
用希望に沿った柔軟な施設提供を行った。
○最寄駅・バス停の時刻表や近隣商業施
設の案内地図を施設内に掲示し，利便性の
向上を図った。
○ホームページ・フェイスブックによる迅速な
情報提供を実施した。
〇予定表などにQRコードを導入し、利便性
の向上を図った。

○大会等の利用では，開閉館時間や休館
日の利用等を柔軟に対応し，利用者ニーズ
に寄り添い施設を提供することができた。
○全国規模の大会・審査会等の開催時に
公共交通機関や周辺地域を案内し，来場
者の利便性の向上を図ることができた。
○予定表や事業報告等，利用者が求める
情報を各種広報媒体を用いて発信し，多く
の世代に目にしてもらうことができた。

S

　新型コロナウイルス感染症の予防対策を
取りつつ，県民全般が参加できる，幅広い年
齢層へのニーズに応えながら，利用者数の
増加及び県民の健康意識の向上に貢献し
ている。

Ｓ

④自主事業の実施

○武道の普及拡大のため、武道をモチーフ
とした運動教室（天空大河）やなぎなた教
室・中国気功を開催した。
○日本武道館や県内武道団体と連携し，
指導者の資質向上を目的とした指導者研
修会の開催や，選手の競技力向上を目的と
した錬成大会を開催した。
○骨密度・体組成の測定会事業を実施し，
県民の健康寿命の延伸を図った。
〇年末（12/28）に「稽古納め」、年始
（1/4）に「新春初稽古」として、施設の無料
開放と無料スポーツ教室を実施し、施設の
利用促進を図った。
〇子供の運動能力向上のため、運動教室
や、走り方教室を実施した。また、親子を対
象に、外出自粛期間においても、家の中で
親子でできる運動教室「親子de運動遊び」
を開催した。

○形、突き、蹴り等の武道の動きを取り入れ
た教室により，武道に親しみを持つきっかけ
づくりを行うことができた。
○測定会の実施により，県民の健康意識の
向上及び生涯にわたるスポーツ活動の機会
の提供に貢献することができた。
○宮城県公立武道館協議会加盟館におい
て毎年１月に実施している「10000人寒げい
古」実施し，武道の普及・振興に貢献した。
○日本武道館や県内武道団体との連携に
より開催した指導者研修会及び青少年武道
錬成大会は，高段位の講師を招き指導を受
けることで，指導者としての心得を再確認す
るだけでなく，競技者としての競技力向上も
図る機会となり，参加者から高い評価を得る
ことができた。
〇「稽古納め」では、稽古後に利用者と施設
管理者が協同で道場を清掃を実施、また
「１年の凝りをほぐす」というコンセプトで開催
した「コンディショニング教室」は大変好評を
得ることが出来た。「新春初稽古」では武道
愛好者向け開放の他、ヨガ教室、ズンバ教
室など人気教室を無料開催し、多くの県民
にご参加いただくことが出来た。
〇子供たちへ、「走る」「飛ぶ」「投げる」の基
本動作の指導など、宮城の子供たちの運動
能力向上に貢献することが出来た。「親子
de運動遊び」では、親子で触れ合いながらコ
ロナ禍での運動不足を解消する方法を提案
することが出来た。
○全ての自主事業において、感染対策を徹
底し、利用者の安心を確保のうえ実施する
ことができた。

　開閉館時間や休館日の利用について，大
会等利用者の要望に添って柔軟な対応をし
ている。
　また，予定表等の利用者が求める情報に
ついて，適宜，各種媒体により発信し，利便
性向上のための取組を行っている。

Ｓ

⑥利用者の苦情，
　 要望等の把握
   とその反映

○各施設にアンケート用紙を配置するだけ
ではなく，施設巡回時や窓口対応時におけ
る直接的な意見や要望等の把握に努めた。

○ご意見・ご要望等については迅速に対応
し，利用者サービスの向上を図った。
【対応事例】
・4階ロビーに自動販売機を設置。

S
　利用者アンケートを継続実施し，利用者の
意見・要望に対し，適切な対応をとってい
る。



○リスクマネジメントとして、職員による日常
点検を実施し，事故の未然防止に取り組ん
だ。
○消防訓練を実施し、初期対応の３原則で
ある「通報・初期消火・避難誘導」について
再確認を行った。
○熱中症予防のためにWBGT値表示板を
設置する等，注意喚起を行った。
○新型コロナウイルス感染症対策として，ガ
イドラインに基づく案内の掲示や受付窓口で
の注意喚起に加え，次の対策を実施した。
　・現金収受を避けるため、券売機の設置。
　・使用器具の消毒
　・更衣室の換気の強化
　・受付窓口にビニールカーテンを設置
　・サーモグラフィカメラによる入場時の検温
など
〇3/16発生の福島県沖地震後は、応急修
繕を実施し、危険個所の安全対策を実施の
うえ利用再開した。

○日常点検でのリスクの早期発見と対応，
予防保全等の実施により，施設の瑕疵によ
る事故を発生させることなく，安全・安心な
施設を提供することができた。
○定期的な消防訓練により，緊急時対応に
おける職員の知識や技能の向上を図ること
ができた。
○時季に応じた注意喚起と各道場への扇
風機の設置等の予防措置により，活動に適
した利用環境を提供することができた。
○新型コロナウイルス感染症への施設として
の適切な対応や，利用者に感染拡大防止
の取り組みを理解の上，施設をご利用いた
だくことができた。
〇地震発生後も、応急修繕と危険個所への
安全対策により、早期に利用再開することが
できた。

S

　職員による施設設備の日常点検を行い，
事故等の未然防止に努めている。また，ＷＢ
ＧＴ値（暑さ指数）表示板の設置など熱中症
予防対策も実施している。
そのほか，新型コロナウイルス感染症対策と
して使用器具の消毒等を適切に行うなど，
利用者の安全に十分配慮した対策が講じら
れている。

Ｓ

⑧県民の平等利用

○貸切利用については，ホームページに年
間利用に関する情報を掲載し，県民の平等
利用に努めた。
○次年度の利用希望については，指定管理
者で策定した基準をもとに調整を行い，大会
等の安定開催に努めた。
○個人利用については，一般開放日を随時
ホームページに掲載し，県民誰もが平等に
利用できるよう努めた。

○指定管理者で策定した管理運営規程を
もとに，施設運営を行い，県民誰もが公平に
利用できる環境を提供できた。
○輪番制の大規模大会等については，事前
に内容を把握し，関係団体との連携・調整
を図ることにより円滑に施設を提供すること
ができた。
○利用者同士のトラブルもなく，誰もが平等
に利用できる環境を提供することができた。

S

各種大会による貸切利用日程のほか一般
開放日を随時ホームページで公開するな
ど，個人利用者への配慮がなされている。 Ｓ

⑦安全対策



評価 評価

　　　【指定管理者が行う自己評価の基準（目安）】

　

県の評価
【施設所管課記入】

⑨個人情報の保護

○個人情報保護規程を定め遵守するととも
に、専用ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいて当該既定を公
表し、他の目的に流用しない旨を周知した。
○取得した個人情報は書棚を施錠し管理を
徹底した。
○施設予約ｼｽﾃﾑの専用回線化、ﾊﾟｿｺﾝの
ﾌｧｲｱｰｳｫｰﾙ設定、ｳｨﾙｽ対策の実施やﾊﾟｽ
ﾜｰﾄﾞ管理の徹底を行い、私有ﾊﾟｿｺﾝ・外部
記憶装置等の持込み及び指定ｿﾌﾄｳｪｱ以
外の使用を禁止した。

○個人情報保護規程の遵守の他、個人情
報を扱うパソコン等機器類や管理システム
の整備、適切な運用を行うよう職員教育を
徹底したことで、個人情報が漏えい、き損及
び滅失することなく、適正な管理とすることが
できた。

S

項　　　　目
事業実績

【指定管理者記入】
指定管理者の自己評価

【指定管理者記入】

○利用料収入は，新型コロナウイルス感染
症拡大防止に伴う施設利用中止及び大会
等貸切利用のキャンセル，また令和3年2月
13日発生の福島県沖地震被害及び復旧工
事に伴う利用休止，さらには令和4年3月16
日発生の福島県沖地震被害に伴う休館な
どにより，3,422千円の減となった。
○支出については，門扉更新等利用者の安
全確保のための維持管理修繕等に加え，福
島県沖地震後は，利用再開のため，比較的
被害の少なかった剣道場，柔道場の応急修
繕を指定管理者において実施するなど，計
画通りの執行とすることができた。

B

　独自の個人情報保護規程を策定し，情報
の漏洩，き損及び滅失の防止に努めた。個
人情報の取扱についてホームページ上で公
開し，利用者への配慮が見られた。

Ａ

⑩利用実績 ○上記「４．施設利用実績」のとおり

〇2/13発生の福島県沖地震被害及び復
旧工事に伴う利用休止，さらには令和4年3
月16日発生の福島県沖地震被害に伴う休
館、また昨年に引き続き，新型コロナウイル
ス感染症の影響を大きく受けた1年ではあっ
たが，感染対策を徹底しながらの利用が増
加したことにより，コロナ前のおよそ半分の利
用者数であるものの，コロナ初年度である前
年度に比べ大きく増加した。今後も無観客
や入場者の抑制は継続すると予想されるこ
とから、目標者数設定について精査、検討し
ていく。

B

　新型コロナウイルス感染症やR3.2.13及び
R4.3.16発生の福島県沖地震に伴う利用中
止の影響等により，結果的には対前年比・
対計画比ともに大幅減となったが，コロナ影
響及び地震による影響を除けば，概ね計画
どおりの利用数である。

Ａ

新型コロナウイルス感染症やR3.2.13及び
R4.3.16発生の福島県沖地震に伴う利用中
止の影響等により，結果的には対前年比・
対計画比ともに大幅減となったが，コロナ影
響及び地震による影響を除けば，概ね計画
どおりの利用実績であった。
支出については，経費の削減に努めつつ，
利用者の安全対策及び利便性向上のため
計画どおり行われている。また，3/16発生
の地震後は必要な応急修繕を実施し早期
に利用再開するなど，適切に対応している。

Ａ

⑫その他の取組

○「わが社のe行動(eco do!)宣言」を行い，
積極的に環境配慮の取組みを実践した。
〇武道館が地域防災計画に定める避難所
として指定されており，関係機関と連携を図
るとともに防災意識の向上に努めた。

○ゴミ発生量の削減，グリーン購入に努める
等，職員全体の環境配慮に対する意識を高
めることができた。
○避難所として利用される際の対応を確認
し，施設の備蓄品を見直す等，防災意識の
向上を図ることができた。

S

仙台市の補助避難所として指定され，地域
の防災計画に協力している。
ごみ発生量の削減，グリーン製品購入など，
環境への配慮に努めている。

Ａ

⑪収支実績 ○上記「５．管理運営収支実績」のとおり

Ｓ

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり，優れた管理運営を行った。

総　合　評　価

○武道利用を基本としながらも，各種運動
教室やダンス・卓球等，多種多様な利用形
態にも柔軟に対応し，地域に根差した効率
的な施設運営を行うことができた。
〇コロナ過においても、迅速かつ適切な感
染対策に努め、また利用者への周知徹底が
図られ、ご理解のもと施設を利用していただ
くことができた。
〇各種教室等自主事業実施の際は、会場
を柔道場とし３密対策を講じるなど、感染対
策を徹底して開催し、利用者への運動機会
の提供に努めた。
〇子どもの運動能力向上や、コロナ禍での
運動不足解消のための事業を実施し、県民
の健康増進、スポーツ振興に務めた。
○新型コロナウイルス感染症の影響や地震
復旧工事に伴う休館による減収があったも
のの，利用者の安全確保のための修繕等維
持管理に努め、計画どおり予算執行すること
ができた。

S

世代別事業プログラムの提供など，利用者
の視点に立った柔軟な事業展開及び広報
活動等を実施し，新型事なウイルス感染症
の影響があったが利用料金収入の確保に
努めている。
また，指導者講習や錬成大会の開催など，
武道の振興や競技力の向上に貢献してい
る。
そのほか，新型コロナウイルス感染症拡大
防止のための感染対策を徹底して行うな
ど，適切な管理運営が行われている。

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われなかった。大いに改善努力が必要である。

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり，適正な管理運営を行った。

Ｂ  年度事業計画書等の内容を下回る実績であり，さらなる工夫・改善が必要である。



　　　【県が行う評価の基準（目安）】

　

７．施設管理運営の課題等【指定管理者・施設所管課記入】

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ｂ  年度事業計画書等の内容を下回る実績であり，さらなる工夫・改善が必要である。

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われたとは認められず，大いに改善努力が必要である。

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり，優れた管理運営が行われた。

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり，適正な管理運営が行われた。

項　　　　目
指定管理者

【指定管理者記入】
県

【施設所管課記入】

管理運営の課題等

　武道館について，高齢者や障がい者の利用に対応した施設のバ
リアフリー化の検討が必要であると考える。
　また，竣工から41年が経過し，県有施設の再編検討の施設とし
て挙げられる等，施設・設備の経年劣化が進んでおり，県策定の中
長期保全計画に基づく施設・設備の長寿命化だけでなく，県担当
課との情報共有に努め，安心安全な施設の提供を継続していきた
いと考える。
　新型コロナウイルス感染症については、引き続き利用者、職員と
もに徹底した対策を講じ、また、県と連携しながら情報収集を行い、
利用者の感染対策・安全確保のため、状況に応じた迅速な対応を
実施していく。

　今後も武道振興に寄与する施設として，指導者講習会，青少年
への普及事業に取り組む一方で，武道に限らない多目的な利用で
県民の多様なニーズに応え，地域に根ざした施設となることを期待
する。
また，老朽化した施設・備品の修繕及び更新については，安全性を
第一に，かつ費用対効果を考慮した上で，中長期的に実施していく
とともに，今後の施設のあり方を指定管理者と連携しながら検討して
いきたい。
　そのほか，新型コロナウイルス感染症についても，引き続き指定管
理者と連携しながら，感染対策に取り組んでいく。
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